
J 施設内容に関するもの 
 

１ 寄せられたご意見 

受付 No.   ご意見 

11 私は新発田市の図書館、生涯学習センターへ永年通い続けてきました。運動と気分転換が目的です。胎内市でも建設予定があり、その時は利用もかなわない年齢に

なっていますが、少しでも参考になれば幸いです。 

①持参した弁当を食べられるブースを作って下さい。ここには自販機（パン、ラーメン等）があり、おしゃべりもできます。店員のいるカフェは利益が出ないでし

ょう。 

②建物の外周には樹木があり、ここに長椅子を置いて下さい。自然がいっぱいの環境らしいので、散策のあと寝そべることもできます。 

➂人間コインランドリー（暖房脱衣室付シャワールーム）はどうでしょう。一人ぐらしの老人がここで安心してシャワーできます。 

④学生の自習スペースを広く作って下さい。受験シーズンになると満席になり、それ以外は閑散としているのが図書館です。空く時期には他の目的に使えます。 

⑤７号線の交差点に横断マークをつけて下さい。学生は自転車で通うと思います。 

＊先日読んだ本の中で「新潟県あれこれ」で胎内市の住みやすさは６位でした。新発田、村上はずっと下位の方でした。何を基準にしたかはわかりませんが、個人

的にはコンパクトシティだからこその利便性があると思っています。 

29 小学校 3年生と年少の子をフルタイムの仕事をしながら育てています。 

土日にほっとほっとの子育て支援センターで年少の子を遊ばせたいと思っていますが、小学生が利用できず、年少の子と一緒に連れて行くことができません。その

為、村上市や新発田市の遊び場に連れて行くことが多いです。トランポリンがある遊び場が子どもたちのお気に入りで、胎内市にもあるといいなと思っています。 

図書館も好きなので良く通っていますが、長岡市の五尊文庫のような、デザインにこだわった建築だと、他市町村の方も来てくれて経済効果もあるのではないか

と、桐生建設さんがいいなと個人的に思っています。 

39 利用者を子供、子育て世代を中心にとのことだが、実際に胎内市で人口が多いのは高齢者ではないかと思われる。 

まだまだ元気な 60 歳以上の退職された方や、子育てを終え時間ができ生涯学習を始めたいと思っている世代が、現実的に平日の日中に利用できるのではないか(利

用時間をどのように設定するかわからないが)。 

これらの層が有意義に利用できる事が重要だと思う。 

また図書館は私のような 50代は大いに活用したく、小さい子供対象のエリアと、静かに利用したい大人や学習スペースのエリアとを分けて欲しい。 

新発田市のようにパソコン利用や上階で景色を眺められたり飲み物を飲めたりと、本を見る以外の付加価値があっても良いと思う。 

自然の多い地域に建設するのであれば、軽くウォーキングができる遊歩道や野外の休憩スペースなどもあれば、さほど管理もいらないしどの世代も健康的に利用で

きる。 

全体的に、異世代交流も大切だが子供、親、社会人、主婦、高齢者が、それぞれがそれぞれの目的で利用できる施設にして欲しい。 

40 初めまして長岡出身で結婚を期に旦那の仕事場がある胎内市へ越してきました。現在、大川町に家を建築中で、胎内にこのまま住んでいく予定です。 

3 歳・1歳の子を近くにあまり頼る者がいない中、育てています。なので、市の預かりやサポート、育児が充実する支援などのキッカケになればと意見させていた

だきたいと思います。 

①こどもの広場、屋外子ども広場について 

・未就学児、小学生も一緒に遊べる屋内遊び場が必要と思います。子どもが減っていると言いますが、周囲には子 3 人以上育てている方々も結構います。現在ある

Hot ほっとの「きらら」などの遊び場だと兄弟をまとめて見ることができないという問題が生じています。歳が離れた子たちでも、仲良く安全にあそべる場が今の

胎内市には必要と思います。（授乳室、オムツ替え場、大きめのトイレ、あるとありがたいです）飲食 OKの場所（イス、おちるとこわいので床マットなども良い

かも）も欲しいです。 

具体的な遊具：すべり台、ブランコ、アスレチックなど 

屋内：木のおままごと、すべり台、サイバーホイール、エアートランポリン、ネット遊具、ブロック、パズル 

※ボールプールなど魅力的ですが衛生面、管理面からやめた方が良いと思います。 

・飲食の場所、休憩場所などは、コンセプト的にお年寄りなども気軽に利用できると子育て世代との交流になるように同じ場所でも良いのではと思います、子を連

れているとよくお年寄りに話し掛けられるので、そういった関わりを大切にしていければ良いのではないでしょうか？ 

 

②図書館機能について 

・今の図書館は階段が急すぎなのでゆるやかに上がれるスロープやエレベーター必要（ex.小千谷のホントカのお子様スペースみたいにゆるく、ひろびろと段差を

つけてあるのですごく良いと思います） 

・種類少なすぎるので増やしてほしい。 

・現在の図書館を分室として残すのはどうか（地域資源として使っている施設もある。子の保育園で歩いて借りに行ったりしているので） 

 もしくは移動式図書館、出張イベントとか実施してほしい。 

・表紙が見えるような本棚をもっとおいてほしい（子どもも大人も選びやすいユニバーサルデザインなものを） 

 

➂公民館施設について 

・キッチンスタジオは Hot ほっとにもあるのであるものについてはもっとしっかり検討した方がコストカットになるのでは？作るのであれば、同時にどんなこと

を企画するのかイベントも同時に考えた方が良いのでは？（若者とコラボ～とか、お年寄りと子どもでお料理教室～とかであれば広めのキッチンスタジオ良いです

ね） 

・駅のピアノ移動させればもっと活躍するかもですね。 

・近くに音楽ホールできてますが、かぶる機能があるならそちらを利用するとか市とコラボ？提携させるのはどうなのか 

・ぷれすぽ、Hot ほっと、その他施設とかぶるものよく検討しないとかなと思います。 

 （どこにでもあれば一番良いですが、お金的にはそうもいかないですよねー...） 



 

いろいろと書かせていただきましたが、以前から事あるアンケートに屋内子ども用施設の設置を訴えてきたので現実味がでてきてとても嬉しいです。（新しく建て

るということでまだまだ先ですが...) 

私も子どもも楽しみにしておりますので、上記の内容ご検討いただけたらありがたいです。 

長文乱文（子どもが寝ている相間を見て書いたので雑字）ですみません。 

よろしくお願い致します。 

 

追伸．パブリックコメントのあつめ方についてですが、子育て世代はなかなか腰を据えてペンをもってというのは難しいです。具体的に遊び場の要望やおもちゃな

ど決めるのがまだ先なのであれば、こんどは紙であれば支援センターや保育園などでアンケートをとるとか（支援センターであれば、先生に見ててもらって少し書

き物ができそう）スマホアンケートを使うのもありだと思います。ご検討ください。 

48 ●生涯学習施設について 

1.今だからこそ造れる、近未来型の施設を作って欲しい。コンパクト化（特に図書館機能） 

2.場所について（５０年後を見据えた都市作りから） 

①将来、少子高齢化で、都市をいかにコンパクトにするかが、都市の生き残りに影響する。 

②住宅、医療、学校などをアチコチに点在させるのではなく、１点集中型に。 

③インフラの維持費が１/１０で済む。 

④物流が必須なため、高速道昇降口付近の都市作りが今後は増えると予想されている。 

 

●図書館機能について 

1.抜本的な改革…思い切った縮小化を 

①現貸出利用者の現状（P5 を参照して）  合計 16,788 人 

年齢 0～乳児 小学生 中学生 高校生 

19＆ 

20 代 

30 代 40 代 50 代 

60

代～ 

％ 6 9 1.5 0.5 2 7 11 12 51 

      10 代+20 代+30 代＝約１割       

②全国的に本屋が潰れ、出版業界もゲームにシフトチェンジしている。 

③ネットやスマホで無料＆定額読み放題等。蔵書を増やす→時代に逆行している。 

④幼保育園、小学校、中学校、高校、大学、それぞれ図書館がある。毎年購入もしている。 

 

2.移動図書館に力を入れる 

①年配者や子育て世代を中心に 

②黒川庁舎などの各分所にある図書室を廃止し、移動図書館で賄う。（人件費の削減） 

 

3.新図書館考察委員会（仮）の立ち上げ 

①１０代、２０代を中心に構成する。一般公募とか、学校代表とか。 

②アンケートを実施する。特に子ども、若者世代に。 

・市内全園、小、中、高、大対象。学校や低年齢児は保護者から協力を得る。 

・簡潔で、将来を見据えた内容。本の精査の参考に。視聴覚コーナーは必要か？等。 

・アンケートの結果を公開し、パブコメを募集する。 

③年度内に立ち上げて検討を始めてほしい。方針や今後の流れ等。 

 

4.現図書館で今から減冊に取り組む 

①データ等を基に思い切った減冊を。 

・良書だからと、借り手が無くても保管している。保管場所が足りず床置きしている。 

・図書館は職員の趣味の部屋では無い。利用者のためのモノ。借り手が無ければ処分を。 

②施設完成まで猶予が５年だとすると今から取り組まないと間に合わない。 

・廃棄処理等に時間が掛かる。 

・市民へのリサイクル本として還元。→残りは資源ゴミとして市の財源に。 

③今は、趣味や医療などの情報系は、殆どスマホで詳細が得られる。 

④古典漢文関係も何百冊とあるが、訳自体が古過ぎて、学習の参考にならない。 

⑤毎月新刊本を沢山購入している。あっという間にいっぱいになる。 

 

 

 

49 恥ずかしながら、胎内市に生涯学習施設を作ることを最近知りました。生涯学習施設整備基本計画（案）にだいたい賛成です。けれども、孫の誕生や子守などで思

ったことをお伝えすることでより良い施設にしていただけたらと思いました。 

 

①全天候型遊技場の設置に関する要望 

 阿賀野市のあがりーなや新発田市のイクネスのような 6～8 歳以下の乳幼児・児童が遊ぶことのできる全天候型の遊技場を設置してください。（他の市町村の方



も利用できるようにするのもよいと思います。） 

理由 保育園では、お盆や年度初め・年度末には家庭でみなくてはいけません。ほっと HOT などでは場所や遊び道具などが不十分で３歳以上の子どもが体を動か

すことが難しいです。また、安全面や動きの度合などから３歳未満と３歳以上で場所が分かれることがあり、ついていない方に何かあってはと思うと兄弟で連れて

行くのがためらわれます。それに、屋外遊技場だけでは、雨天時や冬季間の遊びに対応できません。阿賀野市に行くガソリン代を考えると１家族 300 円未満なら使

用料がかかっても楽しめれば満足できると思います。 

 

②トイレに関する要望 

 明るくて個室が多めのトイレにしてください。また、おむつ交換や汚した服の交換ができるスペース、トイレトレーニング中のこどもが使えるトイレ（靴を脱い

でズボンやパンツも脱いで用を足すので 20kg の子でも上がることのできる段などが必要）も併設してください。さらに、交換したおむつを捨てることができるよ

うにしてください。 

また、小さな子どもでも手が届く手洗い場も設置してください。 

理由 子連れで行く方も多いと思われます。小さい子どものことを考えるとトイレ関係が充実していないと利用しづらいです。いろいろな場面を想定した作りにな

っていると安心して利用できます。 

 

➂調理室に関する要望 

 冷暖房を備え、最低でも先生用の調理台１台と生徒用の調理台４台があり、オーブンや電子レンジなどの機器をはじめコンロなどいろいろな食べ物を作ることが

できる設備を充実させてください。 

理由 自分が知っている冷暖房完備で調理台の多い胎内市の調理スタジオは、ほっと HOTだけです。生涯学習では、食文化の伝承や交流などいろいろな食を作る

ことが考えられます。食の面でも希望する方が教えたり、学んだりしていく場があってほしいと思います。 

 

④飲食に関する要望 

 敷地内に道の駅やコンビニを誘致する、月替わり・週替わりで移動販売車などに来てもらう、軽食の販売や売店を置くなどして飲食の場を提供してください。ま

た、室内外ともに持ち込んで飲食できる広めのスペースの確保（小さい子向けの椅子があったり、上がり席になっていて座ることができたるする）やミルクを作る

ことのできる設備もお願いします。 

理由 あがりーなに孫を連れて行った際は、併設の道の駅のフードコートを利用しますが、混んでいて座る場所探しに困ることがありました。待てないときは、外

の座ることのできるところを見つけてそこで食べさせることもあります。食べるところは屋根があって濡れないこと、パックなどが風で飛ばされないこと、座る高

さとテーブルが合っていることが大事だなと痛感しています。 

 

⑤学習スペースに関する要望 

 騒がしいときに声をかける職員やボランティアがいて常に人の目が届くようにしてください。また、広くて明るいスペースにしてください。 

理由 何かあってもすぐに職員やボランティアが来てくれれば安心して学習できると思います。また、そういった環境であれば騒ぐ人もなく学習が進むと思います

し、送り出す家族も安心だと思います。 

56 施設概要を拝見いたしました。 

とても充実した内容で、幹線道路に近接した地域と言う事もあり、素晴らしい計画だと感じました。 

まずは、予算についてです。あくまでも当該立地予定箇所が市の所有施設と言う見解からだと存じますが交付金 2 種が記載されています。建設予定地については森

林という事もあるので森林環境税を予算に組み込む事は出来ないのでしょうか？理由は以下の通りです。 

「熊との共存共生：安全な里山暮らしについて」 

・私有地周辺は個人、法人所有の林地があり、その林地の整備がなされない事から山と里山の区別が無い状態が長らく続いており、この結果、この奥にある飯角～

嘉平山～関沢～長橋へと熊の通り道にもなっています。 

生涯学習センター建設予定地周辺である事もかんがみ、近接林地の森林整備、もしくは施設一体化をご検討頂ければと存じます。 

「側道（命の道路）の整備について」 

また、国道７号線４車線化する際に、側道の整備を条件となされた記憶があります。これは中央分離帯がある事、付近に幹線道路に沿った道路が無いことから、災

害対応、渋滞緩和を目途としての条件だったと聞いたことがあります。 

ですが、今現在、側道の整備はなされていません。万が一、飯角川が土砂災害などに遭った場合、もしくは地震などで飯角と七号線を結ぶ橋が崩落した場合、半山

や飯角に住まう方の安全保障を想定し、このセンター周辺に側道を整備することをも御検討して頂きたいと存じます。 

「観光客の防災対策」について 

とう設置予定地は幹線国道沿線と言う事、また、胎内市はスキー場、ゴルフ場など、その他四季折々のイベントで他市町村からの来訪者もあると存じます。そうい

う方々にとっても、幹線国道沿線施設は万が一のよりどころになると考えます。よって、既に織り込み済みかもしれませんが防災対策、関連施設整備も併せて行っ

ていただければと存じます。 

 

「多目的広場、子供の遊び場」について。 

今の世の中は「皆で子供達を育む」感覚の度が過ぎている方もいらっしゃるのか、子供達が自由な発想で自由に遊べる場所に恵まれているとは思えません。そのせ

いか、子供達が昔のように怪我を承知で全力で遊べる機会に恵まれません。結果的に、その有り余る力の発散場所が最悪の場合、学校というようにも見受けられま

す。 

子供達が周囲に気兼ねせず（適度な節度と大人の適度な見守りは必要ですが）伸び伸びと遊べる場所の設置を望みます。 

裸足で遊べて泥まみれになって楽しめるような遊び方が出来たら良いなと勝手に考えています。 

 

「多目的広場：ロコモティブシンドローム解消」について。 

子供たちの遊び場についても触れましたが雪に見舞われ運動不足になりがちな冬場、梅雨の時期であっても、風雨を避けられ土の上で運動、ウォーキングが出来る



ような施設が併設されると高齢者の方も含めてロコモティブシンドローム解消につながると考えます。運動機能低下は内臓および認知機能低下にもつながると認

知専門看護師に教えて頂いたことがございます。 

長くなりましたが上記５点、を意見要望として提出いたします。ご検討をお願い申し上げます。 

 

２ 回答 

【複合施設について】（関係する質問：上記全て） ※再掲 

 子ども・子育て世代や多世代交流を促進する交流施設としての機能も加え、公民館機能、図書館機能、多世代交流の場という３つの役割を担う複合施設の整備を目指し

ていきたいと考えております。 

検討委員会やワークショップを通じて、市民の代表の方からの意見を踏まえ、複合施設として整備することで、相互の連携を深め、市民の学びや課題解決を支援する、

効率的かつ効果的な環境を整えてまいりたいと考えております。 

 

【その他ご意見について】（関係する質問：上記全て） 

 その他いただいた貴重なご意見は、今後の検討や運営の参考とさせていただきます。 

 


